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牛とめん羊の消化率を比較した報告は必ずしも一致した結果を示してはいないが，低質粗飼料の消化率

は牛の方が高い傾向にあるとされている1)。ここでは，麦稗と豆殻について，乳牛とめん羊による消化率，

可消化養分含量の比較を行った。

材料および方法

供試材料は，麦梓が小麦(ホロシリコムギ)"豆殻は大豆(中生光黒)，小豆(音更小豆)，菜豆(姫

手亡)を用いたO 豆殻の茎と英の割合は，乾物重量比でそれぞれ70: 30， 80: 20， 51: 49で，大豆殻と小

豆殻は茎の割合が多く，菜豆殻は茎と爽の割合が同程度であったO 飼料成分を表 1に示す。

供試家畜は， ホノレスタイン乾澗
表 1 小麦稗と豆殻の飼料成分

:t4頭(平均体重750kg )とサフ
水分 組蛋白質組脂肪 NFE 粗繊維組灰分

オーク去勢雄めん羊4頭(平均体
?ら 乾物中%

重54kg)であるO 試験場所は同一
小麦梓 14.2 6.2 1.3 46.8 37.7 8.0 

畜舎内であるO 乳牛には糞尿分離
大豆殻 19.6 4.5 0.8 42.8 46. 5 5.4 

装置を設置した繋留式ストーjレを，
小豆殻 16.4 5.5 1.1 46.2 42. 1 5. 1 

めん羊には消化試験用ケージを，
菜豆殻 16.6 4.8 0.9 41. 7 43.9 8. 7 

それぞれ用いたO 消化試験は，い

ずれも予備期8日間，本期6日間の全糞採取法で行ったO 各飼料は設定切断長13仰のカッターで細切し，

単一給与した。給与量はメタボリックボディサイズ (WO・75)当たり乾物で509を目途とし， 9時と16時に

等量分与したO 摂取量を表2に示すO 小麦稗は残飼が多いため， WO.75当たり 309程度で試験を行ったO

水，固形塩は自由飲水， 自白紙食としたO 飼料および糞の飼料成分の分析はA.O.A.C.法2)によった。
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結果と考察 表2 小麦梓と豆殻の乾物摂取量

小麦稗と豆殻の消化率および可消 小麦稗大豆殻小豆殻莱豆殻

化養分含量を表3に示す。 羽10.75当たり g 乳牛 34 47 48 47 

小麦稗では，消化率，可消化養分 めん羊 31 44 47 51 

含量のいずれも畜種聞に差は認めら 体重当たり%乳牛 O. 7 0.9 1.0 0.9 

れなかった。両畜種ともNFE消化 めん羊 1.2 1.6 1.7 1.9 

率より組繊維消化率の方が高い値を

示したO このことは 表3 小麦梓と豆殻の消化率および可消化養分含量

他の麦梓でも認めら 消化率 可消化養分含量

れているの。
畜種

粗繊維 DCP 乾物粗蛋白質粗脂肪 NFE TDN 

供試した小麦稗は， 今も -乾物中%一

小麦稗としてはCP 小麦稗乳牛 44.0 25. 1 35.4 39.0 印.9 1.6 43.8 

含量が高く 6.2%で めん羊 43.0 20. 7 37.6 38.9 56.4 1.3 41. 9 

あり，その消化率は
大豆殻乳牛 56.8 52.9 44. 7やド 61. 6 53. 3 2.4 54.3 

乳牛25.1%，めん羊
めん羊 54.6 48.0 36.3 57.8 53. 1 2.2 52. 2 

小豆殻乳牛 55.2 42.8 59.3* 62.1 51. 8 2.4 54.3 
20.7CJらであったO ー

めん羊 54.1 54.1ネ 51. 0 60.8 49.6 3.0* 53.2 

方， C P含量2.5CJら 菜豆殻乳牛 57.9 37.割〈 36.剥く 61. 0 58.8 1. 8* 53.8 

の小麦稗ではめん羊 めん羊 58.0 25.3 26. 9 63. 1 59. 2 1.2 54. 1 

によるCP消化率が *:P(0.05， *::Jく:Pく0.01

-14.3%と報告さ

れているの。低蛋白質飼料を給与した場合には， C P消化率に対する代謝性Nの影響が大きくなることや，

Nの不足により消化率そのものが抑制される可能性の生ずることなどが考えられているの。ここで供試し

た畑作副産物はCP含量が比較的少ないので，単一給与による畜種間の消化率比較でも，飼料中のCP含

量を考慮した検討が必要であろう。

豆殻についてみると， C P消化率は，小豆殻ではめん羊の方が，菜豆殻では逆に乳牛の方がそれぞれ有

意に高い値を示したO このことは，小豆殻，莱豆殻のDCP含量における有意差に反映したO 組脂肪消化

率は，大豆殻，小豆殻，菜豆殻いずれも乳牛の方が有意に高い値を示したO しかし，粗脂肪含量が少ない

ので， TDN含量にはほとんど影響を及ぼさなかったO 他の成分消化率では畜種聞に有意差は認められな

かったO

各豆殻のTDN含量は，いずれも畜種聞に有意差は認められなかったO しかし，乳牛による値はいずれ

も54%程度を示したが，めん羊による値は菜豆殻が最も高く，次いで，小豆殻，大豆殻の順であったO 岩

崎・名久井6)も，菜豆殻，小立殻，大立殻のめん羊によるTDN含量はそれぞれ51.75%，45.76%， 44.38 

%で，爽の割合が多い莱豆殻の値が高いことを報告しているO ここで，特に小豆殻，大豆殻のTDN含量

が本結果のほうが高いのは，供試した原料などが異なるためによるものと考えられる。

，以上のように，本試験で供試した小麦梓と豆殻では，豆殻の粗脂肪消化率は乳牛がめん羊より高い傾向

を示したが，他の成分消化率には一定の傾向は認められず，また，両畜種によるTDN含量に差は認めら

れなかったO 畜種をこみにしたTDN含量は，小麦稗42.8%，大豆殻53.3%，小豆殻53.8%，菜豆殻53.9
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ヲらであったO
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